
 
 

                                 

 

左
の
グ
ラ
フ
は
、
福
島
第

一
原
発
の
事
故
で
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質
で
強
く
汚
染

さ
れ
た
五
つ
の
県
で
の
出
生

時
の
体
重
が
二
千
五
百
グ
ラ

ム
以
下
の
低
体
重
児
の
出
生

数
の
割
合
の
年
次
変
化
を
示

し
た
も
の
で
す
。
図
中
の
曲

線
は
、
測
定
点
（
黒
丸
）
の

ベ
ス
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
曲
線
で

す
。 二

〇
一
一
年
三
月
の
福
島

第
一
原
発
の
事
故
後
に
、
低

体
重
児
の
出
生
数
の
割
合
が

突
然
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

統
計
的
に
有
意
な
ジ
ャ
ン
プ

で
す
。 

 右
の
説
明
や
以
下
の
説
明
に

出
て
く
る
「
統
計
的
に
有
意
」

と
い
う
の
は
、
簡
単
に
言
う

と
、
実
際
に
測
定
さ
れ
た
結

果
が
偶
然
や
誤
差
で
は
な
い

事
を
意
味
し
ま
す
。 

 

      

左
の
グ
ラ
フ
は
、
放
射
能

に
よ
る
汚
染
が
酷
か
っ
た
六

県
の
周
産
期
乳
児
（
妊
娠
二

十
二
週
か
ら
生
後
七
日
ま

で
）
の
死
亡
率
の
年
次
変
化

を
示
し
て
い
ま
す
。 

乳
児
死
亡
率
が
二
〇
一
二

年
に
急
増
＝
ジ
ャ
ン
プ
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
統
計
的
に

有
意
な
ジ
ャ
ン
プ
で
す 

 

こ
の
グ
ラ
フ
の
様
な
周
産
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3.11 の健康影響をグラフに見る： 

小児甲状腺がん以外の疾患 
① 低体重児、②周産期乳児死亡、③精巣異常、④胃がん 

3.11 以後 増加している！ 
 

低体重児（2500 グラム以下）の出生数の割合 
高汚染５県（福島、宮城、茨城、栃木、岩手） 

 

 

 

二
〇
一
一
年
三
月
の
福
島

第
一
原
発
の
事
故
後
、
小
児
甲

状
腺
が
ん
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て

本
紙
で
も
何
回
か
取
り
あ
げ

て
き
ま
し
た
。 

 

本
号
で
は
、
小
児
甲
状
腺
が

ん
以
外
の
健
康
影
響
に
関
す

る
四
つ
の
論
文
を
取
り
上
げ

ま
す
。
各
論
文
か
ら
典
型
的
な

グ
ラ
フ
を
一
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
簡
単
な
解
説
を
試
み
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
本
号
の
最

後
に
載
せ
た
典
拠
論
文
を
直

接
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

① 

事
故
後
、
低
体
重
児
の 

割
合
が
統
計
的
に 

有
意
に
急
増
！ 

②
高
汚
染
六
県
の 

周
産
期
死
亡
率
が 

事
故
後
急
増
！ 

 

周産期死亡率の年次変化 
高汚染六県 

（福島、群馬、茨城、岩手、宮城、栃木） 

 

 



期
死
亡
率
の
ジ
ャ
ン
プ
は
、

一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
後
に
も
、
当

時
の
西
ド
イ
ツ
で
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

        

左
の
グ
ラ
フ
は
、
停
留
精

巣
（
停
留
睾
丸
）
の
発
生
率

の
年
次
変
化
を
示
し
て
い
ま

す
。 

 

二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
五

年
の
滞
留
精
巣
（
一
千
万
件

当
た
り
の
術
後
退
院
数
：
全

国
の
四
〇
病
院
）
が
福
島
原

発
事
故
後
に
急
増
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

停
留
精
巣
（
停
留
睾
丸
）

と
は
、
精
巣
が
出
生
時
に
正

常
な
位
置
＝
陰
嚢
内
に
位
置

し
な
い
状
態
の
こ
と
で
、
新

生
児
の
五
％
の
男
児
に
一
方

ま
た
は
両
方
の
停
留
精
巣
が

認
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
二
〇
一
二
年
以
降
の

停
留
精
巣
の
発
生
率
の
増
加

は
、
福
島
県
に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
全
国
的
な
結
果

で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要

で
す
。 

 

右
の
グ
ラ
フ
は
、
福
島
県

の
胃
が
ん
の
「
標
準
化
罹
患

率
比
」
の
年
次
変
化
を
本
編

集
事
務
局
で
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
で
す
。
「
標
準
化
罹
患

率
比
」
と
は
、
罹
患
率
の
全

国
平
均
を
一
〇
〇
％
と
し
て
、

そ
れ
に
対
し
福
島
県
が
何
％

か
を
示
し
ま
す
。 

 

直
線
の
折
れ
線
が
標
準
化

罹
患
率
比
で
、
二
本
の
点
線

は
そ
れ
ぞ
れ
標
準
化
罹
患
率

比
の
値
の
九
十
五
％
信
頼
区

間
の
上
限
と
下
限
を
示
し
ま

す
。
下
限
が
一
〇
〇
％
を
超

え
る
と
統
計
的
に
有
意
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

男
女
と
も
下
限
が
二
〇
一

二
年
以
降
一
〇
〇
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
福

島
県
民
の
胃
が
ん
罹
患
率
は

全
国
平
均
よ
り
も
統
計
的
に

有
意
に
高
い
と
言
え
ま
す
。 

 

そ
の
原
因
は
、
二
〇
一
一

年
三
月
一
一
日
の
大
地
震
・

大
津
波
・
原
発
事
故
、
そ
し

て
そ
の
後
の
避
難
生
活
・
生

活
再
建
等
々
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
：
福
島
第
一
原
発

事
故
や
地
震
・
津
波
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
は
、
こ
こ
で

取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も

沢
山
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

原
発
事
故
の
影
響
を
な
か
っ

た
こ
と
に
す
る
こ
と
は
絶
対

に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 
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福島県胃がん 

標準化罹患率比の年次変化 

 

③
原
発
事
故
後
に 

停
留
精
巣
が 

全
国
的
に
増
加
！ 

 

原発事故後の滞留精巣の全国的な増加 
 

 

④
福
島
県
民
の
胃
が
ん
の 

罹
患
率
は
全
国
平
均
に 

比
べ
て
高
い
！ 
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